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x え が き 


昭和 43 年 10 月 下旬 に 対馬 の 動物 相 調 査 の た め 出張 され た 国立 科学 境 物 館 青木 淳一 博士 の 採集 に か か る クモ 
を 同定 する 機会 を 得 た の で , と と に その 結果 を 報告 する . 

対馬 の クモ に 関し て は , 明和 16 年 4 月 と 6 月 に 九州 大 学 邊 水 隆博 士 に よっ て 採集 され た の を 西村 刊 内 陸上 
が 報告 CATH, 1943) し た の が 最初 で ある . TORRA FUR B RO PUNO? =] EMTS Hx 
(1955) ICAP THO 7 EAMES. TC OMIT ELAM EH TH EPO DBPAIOS 
の も ある が , 千 と 中 され て や る の が 15 租 ある ・ 両 来 信 し く 対 所 の クモ に つい て は 調査 が 行なわ れ な か っ 
た が , 筆者 は 最近 相 つ いで 3 氏 の 採集 品 を 同定 する と と が で きた . その うち , 大 阪 市 立 目 然 科学 隊 物 館 柴 由 
保彦 氏 の 分 は Atyvus, Nos. 41/42 に 記録 (22 種 , 1966) し た が , その 後 検 し た 東洋 大 学 大 野 正男 氏 (346, 
1962), 大 阪 府 日 置 革 中 学校 多田 昭 氏 (23 種 , 1967) の 分 は , 同定 し た も の の 今日 まで 発表 し て いな か っ た 
DC, と の 際 青 木 流 -- 博 士 の 分 (57 種 。 1968) に あわ せ て 記録 に と ど め る と と に し た . 従来 の 記録 に 上 記 3 
氏 の 分 を 加え , 対馬 の クモ は よう や く 100 種 を 相 え る に いた っ た . し か し , 広い と の 方 に は さら に 多く の 種 
が 生 上 足し て いる も の と 思わ れ , 同局 の リス ト と し て は 不 革 分 な 感 は ある が , クモ 相 の 大 体 の 輸 廊 は 察知 す 
る と と が で きる . AKO GNF MME OLE, 起 国 や 本 十 と 上 と の つなが り を 考え る つの 資料 と も な ら ば いで 
ある . 

今回 同時 に 逢い 記録 中 確か な も の を と りあ げ て リス ト に 加え た が , 学名 の 変っ て いる も の や , 当時 他 種 と 
混同 され て いた も の は 現今 の 分 類 に 従っ て 新しい 衝 名 に お きか えた . 

以上 各氏 の 調 本 結果 を 総合 する と , 対語 の クモ と し て は 105 種 が 確認 され , 竹 名 の 決定 し た も の 96 硬 (2 新 
種 を 含む ), 幼生 の た め 同 定 不 能 の も の 5 種 お よび 現在 研究 中 の も の が 4 種 あ る 

始め に 当っ て , 多数 の 材料 桂 を 提供 下さ れ 研 究 の 機会 を ケ え られ た 再 木 流 Wet, ABRIC Si 
HLF. 


採集 記録 お よび 産地 

左 の 氏名 は 採集 者, ( ) 内 の 氏名 は 発表 者 を 示し , リス ト 中 に は 採集 者 の 頭 文字 を 付記 する 
円 水 BRE (S): IV~V-1941 (西村, 1943) 
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Ctenizidae 277K 


録 


1. Ummidia tsushimensis (KIsHIDA) [nom. nud] ツシマ ト タ テ グモ 


(?=U. fragaria (DoENITZ) キノ ボリ ト タ テ グモ ) 


Uloboridae ウズ グモ 科 


2. Hyptiotes affinis BOESENBERG et STRAND オオ ギグ モ A. 
Hyptiotes montanus オオ ギグ モ と 区 別して キュ ウシ ュ ウ オオ ギグ モ と 株 され た と と が ある が 両者 は 同 
ACH S. 

3. Miagrammopes orientalis Bors. et STR. マネ キ グ モ A. 

4. Uloborus varians Bors. et STR. ウズ グモ A.F 

5. U. sybotides Bors. et STR. カタ ハリ ウズ グモ T. 

Scytodidae ヤマ シロ グモ エモ 村 
6. Scytodes thoracica (LATREILLE) ユエ カタ ヤマ シロ グモ OLY. 
Theridiidae ヒメ グモ 科 
Ariamnes cylindrogaster SIMON オナ ガ グ モ A. 
Anelosimus crassipes (BOERS. et STR.) プン シン ブ ト ヒ メグ モ A. Sb. S. 
. Conopistha bonadea KARSCH シロ カネ イソ ウロ ウ グ モ O.Y. 
10. C. fissifrons (O. P. CAMBRIDGE) チリ イソ ウロ ウ グ モ T.Y. 
11. C. fur (Bors. et STR) フタ オイ ソウ ロウ グモ A.O.Y 
12. C. miniacea (DOLESCHALL) 了 アカ イソ ウロ ウ グ モ T.Y 
13. Enoplognatha transversifoveata Bors. et STR. カレ ハ ヒ メグ モ A. 
14. Episinus affinis Bors. et STR. ヒシ ガク グモ Y.S. 
15. Phoroncidia pilura (KaRSCH) ツク ネ グ モ A. 
16. P.sp. (9a) A. 
同種 は すでに 山形 県 で も と れ て いる が 種 名 未 決定 . 
17. Rhomphaea sagana (Bors. et STR.) ヤリ グモ Y.O 
18. Steatoda albilunata (SAITO) ハン ゲ ツ オス ナ キ グモ ALY.S. 
19. Theridion kompirense Bors. et STR. コン ビラ ヒメ グモ S. 
20. T. lunatum (CLERCK) カ グ ヤ ヒメ グモ T. 
21. T. tepidariorum C. Kocu オオ ヒメ グモ T 
Symphytognathidae ヨリ メグ モ 科 
22. Conoculus lyugadinus KOMATSU ヨリ メグ モ F 


PHO MMM SS CRIES AL, 分 布 も 相州, HN, JL 


が , WARE ESM OSM Lo Aw. 


IN, CRE TEMAS HD, 洞 外 で も 稀 に 採集 され る 
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30. 


31. 
32. 


33. 


xt OMG PE EL TE Wu tk i 


Linyphiidae サラ グモ 利 


キタ ヤミ グモ セ 

ザラ アカ ムネ グモ 
ヘリ ジロ サラ フラ グモ 

ムネ グロ サラ グモ 


Arcuphantes septentrionalis Or 
Asperthorax communis Or 
Linyphia albolimbata Karscu 
Neolinyphia nigripectoris Oi 

Prolinyphia longipedella Bors. et STR. 


(つた 。 

P. marginata (C. Koco) シロ ブチ サラ グモ 

P. yunohamensis Bors. et STR. 
Mimetidae 


Mimetus japonicus UYEMURA 


Pholcidae ユウ レイ グモ 科 


Pholcus crypticolens Bors. et STR. ユウ レイ グモ 

Simonius typicus KISHIDA シモ ング モ 
Urocteidae ヒラ タグ モ 科 

Uroctea compactilis l. KOCH ヒラ タグ モ 


Argiopidae 


Araneus bituberculatus WALCKENAER 
メサ オニ グモ 
A. displicatus HENTZ Joy RY ARTE 
アオ オニ グモ 


A. ejusmodi Bors. et STR. 


A pentagrammicus Bots. et Str. 
A. pseudocentrodes. Bors. ct STR. 
マル ズ メ オー グモ 
へ ヘリ ジロ オー グモ 


A. semilunaris Bors. et Str. 


A. subpullatus Bors. et STR. 


A. ventricosus L. Kocu オニ グモ 
A. viperifer SCHENKEL カラ オニ グモ 
A. uyemurat YAGINUMA ヤマ オニ グモ 


A. sp. (9 a) 


ユノ ハマ サラ グモ 


コガ が ネ グ モ 科 


ト ガ リオ ニー グモ 


アシ ナガ サラ グモ 
記 祭 に は Linyphia marginata と ある が , 当時 は 現在 の P. longipedella が 


セン ショ ウ グ モ 科 


ハフ ビ ロ セ ン シ ョ ウ グモ 


グン ダラ オニ グセ 


Xa 
A.O. 


O. 


O.Y 


Argiope aetherea: Bors. et STR. [nec WALCKENAER] F チュ ウ ガ タ コガ ネ グ モ O.Sb. 
A. aetherea (WALCKENAER) は ムシ ジ シバ ミコ ガ ネ に あて る べき だ と の 意見 も ある が , 


従来 通り Boers. STR., KISHIDA の 態度 に し た が っ て と の 学名 を 使用 . 


コガ ネ グ モ 
コガ タコ ガ ネ グ モ 
Cyclosa ginnaga YAGINUMA ギン ナガ ゴミ グモ 


A. amoena L. KocH 
A. minuta KARSCH 
C. insulana (Costa) シマ ャ ゴミ グモ 
ゴミ グモ 


トゲ グモ 


C. octotuberculata KARSCH 
Gasteracantha kuhlii C. Kocu 


Larinia argiopiformis Bors. et STR. 


ID RP EW = 


A.O.T. 

O. 

T. 

A:T. 
O.Sb.T.S. 
O.Y. 

A. 
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L. marginata と 同定 され て 


決定 する まで 暫定 的 
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53. 
54. 
55. 


56. 
57. 
58. 
59. 
60. 


61. 


62. 
63. 
64. 
65. 
66. 


67. 
68. 


69. 
70. 
71. 


72. 


八 木 沼 健 大 


Meta reticuloides YAGINUMA ヤマ ジ ド ヨウ グモ 
Nephila clavata (L. Kocu) ジョ ロウ グモ 


Paraplectana tsushimensis YAMAGUCHI ツン シン マト リノ フン ダマ シ 


Tetragnatidae アシ ナガ グモ 村 
Leucauge blanda (L. Koch) チュ ウ ガ タ シロ カネ グモ 
L. magnifica YAGINUMA オオ シロ カネ グモ 
Tetragnatha japonica Bors. et STR. ヤ サ ガ タ ア シナ ガ グ モ 
T. praedonia L. Kocu アシ ナガ グモ 
T. squamata KarscH ウロ コア シナ ガ グ モ 


Argyronetidae ミズ グモ 村 
Cybaeus sp. (Ẹ y) 

Pisauridae キン シグ グモ 村 
Dolomedes fimbriatoides Bors. et STR. スジ チ ヤ ハシ リグ モ 
D. hercules Boks. et STR. スジ ボケ ハシ リグ モ 


D. raptor Bors. et STR. アオ グロ ハシ リグ モ 
D. sulfureus L. Kocu イオ ウイ ロ ハ シ リ グモ 


Pisaura clarivittata IDorNITZ et STRAND タテ スジ キシ タダ グモ C?) 


- 応 と の 種 に 同定 し た が , 相 種 の 原 記 は 幼生 に 基づく も の で 疑問 が ある ・ 


P. flavistriata YAGINUMA キス ジ キ ン ダグ グモ 


P. lama Bors. et STR. アズ マキ シダ グモ 


Ei 3 種 お よび 各地 で 採れ る Pisaura strandi tk, それ ぞ れ 特有 の 工 狼 が あっ 
i 


A. 
A.O. 
て 多く の 場合 区 別 は 比較 


(PAL Cab SAS, 時 に 中 間 弄 も あり , また 形 凌 的 に は 根 木 的 な 相 異 点 を 見 出し 難く , EOZ AURTE 


ある か も 知れ な い . 
Lycosidae 下 夕 分 千 笠 
Pardosa laura KARSCH ハリ ゲド ク グ モ 
P. T-insignita (Bors. et STR.) ウズ キ ド ク グ モ 
Tricca japonica SIMON ヒノ マル ドク グモ 
Oxyopidae ササ グモ 村 
Oxyopes sertatus L. Kocu ササ グモ 
Agelenidae タナ グモ 村 


Agelena limbata THORELL クサ グモ 

A. opulenta L. Koch コク サ グ モ 

Coelotes grandivulva YAGINUMA, Nn. sp. オオ アナ ヤ チ グモ 
Thomisidae 27 Ff 

Misumenops japonicus (Bors. et STR.) コ ハ ナ グモ 

M. tricuspidatus (FABRICIUS) ハナ グモ 

Oxyptila sp. (2 y) 

Oxytate striatipes L. Kocan ワカ バグ エモ 


A.O.Sb.S. 


T.S. 
O.Sb. 

A. 
O.Sb.T.S. 
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100. 
101. 
102. 
103. 


104. 


105. 


Mt MS PE LLE Ba We SH 


Pistius truncatus (PALLAS) ガザ ミグ モ 

Thanatus formicinus (CLERCK) ヤドカリ グモ 

Thanatus nipponicus YAGINUMA, n. sp. ヤマ ト ヤ ド カリ グモ 
Tmarus piger (WALCKENAER) トラ フカ ニー グモ 

Xysticus croceus FOX ヤミ イロ カニ グモ 


X. ephippiatus SIMON シナ カニ グモ 
Gen. sp. indet. イボ カニ グモ 


各地 で 採れ て いる が , At BIBEERE. 


Salticidae ハエ トリ グモ 科 
Carrhotus detritus Bors. et STR. ネコ ハエ トリ グモ 
Evarcha albaria (L. Kocu) マミ ジロ ハエ トリ グモ 
Harmochirus brachiatus (THORELL) ウデ ブ ト ハエ トリ グモ 


Hasarius doenitzi KARSCH デー ニッ ツ ハ エト リグ モ 


Jotus difficilis Bors. et STR. マガ ネ ア サ ヒ ハ エト リグ モ 


Marpissa elongata (KARSCH) ヤ ハ ズ ハ エト リグ モ 
Myrmarachne innermichelis Bors, et STR. ヤ サ ア リグ モ 

M. japonica (KARsCH) アリ グモ 

Rhene atrata KarscH カラ スハ エト リグ モ 

Silerella vittata (KARsCH) アオ オビ ハエ トリ グモ 
Synagelides agoriformis Bors. et STR. アメ イロ ハエ トリ グモ 
Telamonia bifurcilinea Bors. et STR. キア シ ハ エト リグ モ 


記録 に は Hasarius crucifer と ある が , 木 種 の シノ ニム で ある . 


Gen. sp. indet. (93 y) 
Clubionidae フク ログ モ 科 
Chiracanthium japonicum Bors. et STR. カバ キ コ マチ グモ 
C. sp. (Py) 
Clubiona sp. (Gy) A 
C. sp. (Py) B 
Heteropodidae アン シダ カ グ モ 科 
Heteropoda forcipata (IKARSCH) コア シダ カ グ モ 
Gnaphosidae ワン グモ 科 


Gnaphosa kompirensis Bors. et STR. メキ リグ モ 


新 种 


O.S. 


A. 
A.O.S. 


記 鍼 に ある X. ephippiatus は 次 の 種 で な く , 林 種 に 当たる も の な の で と れ に 今 め た . 


Sb. 


A.Sb.T.S. 


Sb. 
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今回 の 大 野 正男 。 WATE 両氏 の 採集 品 よ り , 新種 と 認め られ る も の が それ ぞ れ 1 種 ず つ 兄 出さ れ た . 
(記載 は 87-90 貞 ) 


1. 
2. 


Coelotes grandivulva YAGINUMA, n. sp. 


Thanatus nipponicus YAGINUMA, n. sp. 


Coelotes grandivulva は , EDURFLEIT 2 歯 あ る ヤ チ グモ で , 同じ 標 徴 を 持つ も の は 他 に も る 未 記載 の も の 
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が 数 種 あ る . 今日 まで 記載 され た 2 歯 の も の は Coelotes hamamurai YAGINUMA フタ バ ヤ チ グモ その み で , 他 
の 同属 既知 種 は すべ て 3 歯 で ある . RIER, 種 に よっ て は 数 の 不安 定 な も の も ある が , Coelotes Tihi 
種 内 に お ける 数 の 変異 は 見 られ ず 固 定 し た 標 竹 と 見 な し 得る . な お , 本 種 は , 外 睦 浴衣 口 部 が きわ め て 大 き 

く , 前 側 方 か ら 突 出す る 爪 状 突起 が 後方 で キチ ン 板 と 癒合 し て いる の が 特徴 で ある . 

Thanatus formicinus は 旧 北 系 の クモ で , 従来 日 本 各地 で も と れ て いる が , 今回 の Thanatus nipponicus 
は と の 届 で は わが 国 で 初め て 記載 され る も の で ある . 雄 の 触 度 の 腔 人 節 は 他 の 種 で は 単純 な 突起 を 持つ に 過ぎ 
な い が , 本 種 で は 先端 浅く 2 分 し た 形態 を 持っ て おり, EEROR b tie DHEER DD 
特徴 で も ちる. いずれ も 一 方 の 性 の み で ある が , 特徴 頭 苦 で ある の で 記載 す る と と に し た . 


新 記 録 種 


1 . 対馬 : 従来 の 西村, 山口 , 八木 沼 の 報告 に 大 野 正男 氏 に よる 13 種 。 多田 昭 氏 に よる 8 種 ,。 さら に 上 震 木 
涼 一 氏 に よる 31 種 , 計 52 種 が 新 記録 と し て 追加 され る . (リス ト 中 の O.T.A.) 

2. 長崎 県 : 長崎 県 の ファ ウナ は , 一 部 は 山口 (1953-1957) に より 報 ぜ られ , KA (1962-1965) の 観察 
記録 中 に も 長崎 県 産 の 種 名 が 出 て で おり, それ ら と 比べ て も 若 十 の 追加 は ある が , まだ 県 の 目録 と し て ま と ま 
っ た も の な く , 現在 な お 執筆 中 (山口 ) と の と と な の で , ZERRI Auke LTT AZ LALIE 
ATER. 

3. 九州 : 対馬 を 九州 本 上 と あわ せ 考 える と , 新しく 九州 の ファ ウナ (八木 沼 , 1962) に 追加 され る も の 

に は Asperthorax communis ザラ アカ ムネ グモ , Arcuphantes septentrionalis + 2 ヤミ グモ, Synagelides 
poe ets アデ アメ イロハ エ トリ グモ , Araneus bituberculatus ダン ダラ オー グモ な ど が ある が , これ ら は 相州 
や 四国 か ら 採 集 さ れ て お り , 今 俊 調 査 が 進め ば 九州 本 上 か ら も 採 果 され る 可能 性 は ある 


特に 注意 すべ き 種 
分 布 上 , 分 類 学 上 今後 特に 注意 す べき 種 若 十 に つい て 記述 し て お く . 


1. Ummidia tsushimensis (KisHIDA) [nom. nud.] ツン シン マト タテ グモ 

本 種 は , 岸田 久吉 氏 に より Pachylomerus tsushimensis KISHIDA と し て , Annot. Zool. Japon., 11 (4), 1928 

に 原 記載 の な いま ま 学 名 の み が 摺 げ ら れ て いる . ae て 正体 は 不明 で ある が , 同属 の 他 の 例 か ら 判 断 し て , 
お そら く 全 国 に ふつ う 人 分 布 し て いる キノ ボリ ト タ テ グモ U. fragaria (DOENITZ) で あろ うと 思わ れる . W 
NSP の PND の の の お 

2. Araneus bituberculatus (WALCKENAER) ダン ダラ オニ グモ (? ? ) (Figs. 4, 5) 

本 種 は ヨー ロッ パ , シベ リア に 分 布 す る A. bituberculatus や A. omoedus (THORELL) に 似 て いる が , A 
ー ロ ッ パ 種 と の 比較 に お いて 細部 の 点 で いずれ と も ちがっ て いる . と こと で は 暫定 的 に , より 近い と 考え られ 
る A. bituberculatus を 広義 に 解 し て と れ に あて た . 雄 が 未 発見 な の で 断定 は で き な い が , A. bituberculatus 
ある い は A. omoedus の 地理 的 変 過 で ある か も 知れ な い . WIEONAOSHUITIN CHK CAG 2 種 に つい て 
も 同様 で ある . MMO UMM OA CAME CE, 今 す ぐ Type 標本 を 検 す る と と も で き な い の で , FAY 
の GRASSHOFF 博士 に 標本 を 送り , ヨー ロッ パ の Typical な も の と 比較 し て も ら っ た が , 「 い ずれ か で ある と 
b, いずれ で な いと も る 人 確 答 は で き な い . 地理 的 変異 か 否 か も 決し か ね る . eae e HED 
HAZ WTS) と の 返事 を 得 た . TOM, MES- Ia HIT ZEOC, ヨー ロッ パ か ら ア ジア に か 
け て - つ の クラ イン を な す も の か , he ee 
と も いえ な い . 地理 内 変異 の 両端 を 見 て いる の か も 知れ れれ ない. と の と と は コー ロッ パ の Araneus quadratus 
CLERCK と 日 本 で A. quadratus と 同定 され て きた も の に つい て も 同じ と と が いえ る し , 日 本 種 で ヨー ロッ パ 
種 に 同定 せら れ て いる も の の 多く に と れ ら の 問題 を は らん で いる よう に 思え る . と れ ら に つい て は 改め て 
論じ る つも り で ある が , と に か く か よう な 北方 糸 統 の も の で 分 類 学 上 重 災 な 資料 と な る 本 種 が 成体 で 2 個体 
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採集 され た と と は 幸い で ある . 

多く の 個体 , と くに 雄 。 さら に シベ リア の 個体 を 検 し な い 限り 解決 は 困難 で あろ う . 日 本 産 の 木 種 と 同 
定 さ れ た クモ に 対し 一 時 フジ ノ オ ニ グモ な る ye 名 が 与え られ た と と が あっ た が , 藤野 みえ 氏 の 採集 品 は 
Araneus abscissus (KARSCH) キザ ハシ オニ グモ で あっ た (植村, 1939) の で 本 種 の 和 名 を ダン グラ オニ グ 

: (吉倉 , 1939) と する 

3. Paraplectana tsushimensis YAMAGUCHI ツシマ トリ ノ フ ンダ マシ 

長崎 大 学 の 山口 鉄男 氏 が , 対馬 上 県 部 久原 村 (30-VI-1955) 産 の も の を タイ プ と し て 記載 し た も の で , 
赤色 の 腹部 に 12 個 の 大 黒 許 が あり , テン トウ ムシ を 思わ せる 美しい クモ で ある . NN 
1960, 芝田 太一 氏 ), PRA wil (7-VIII-1960, 佐藤 月 二 氏 ), 沖縄 (21-V-1961, 下 謝 名 松栄 氏 )。 宮崎 県 
(18-V-1967, 松山 統一 氏 ) で も 採集 され た . 

4. Leucauge blanda (L. Kocg) チュ ウ ガ タ シロ カネ グモ 

特に 珍し い 種 で は な い が , 南 の ファ ウナ を 代表 する - つ の 指標 種 で ある . HUIS, 四国 南部 , 九州 
お よび 以 南 各地 で 見 ら れる も の で ある が , 中 で は 対馬 を CCHS TOUTO, ZOMOMROK® 
に よる 温暖 性 を 物語 っ て いる 

5. Synagelides agoriformis Bors. et STR.、 プ メイ ロ ハ エ トリ グモ 

AIL, SK, ER, AL AAL 屋久 品 か ら 採 れ て いる が , JLA LETARA. 既知 産地 か ら 日 本 中 
部 以 南 の 種 と 思わ れる 


ファ ウナ の 概観 


対馬 に は 21 科 63 居 105 種 の クモ が 生 罰 する と と が 確認 され た が , ファ ウナ 概 稚 の 資料 と し て は 必ず し も ゃ 寺 
分 と は いえ な い . Lal, と これら 数 名 の 採集 者 は , それ ぞ れ 採集 方 法 や 調査 場所 の 選定 に 特徴 は あっ て も , 
た だ 通り が か り の 採 休 で な く あ ら ゆ る 区 境 で 纏 沿 に 多数 採集 され て いる と と , また 調 相 期間 が 限定 され て い 
る も の の , 採集 時 期 が 3 月 か ら 10 月 まで に わた っ て いる と と な どか ら , 重 下 な ポイ ント は お さえ られ て いる 
と 考え る 

AGS, その 地理 的 位置 の 関係 で 生物 地理 学 の 上 か ら も 生物 相 に つい て し ば し ば 論じ られ て 来 た が , ク 
と に よる 考察 は 今日 まで 見 な い の で , 古 典 的 な 問題 で は ある が 一応 と の 点 に も ふれ て お きた いと 思う . 生身 

遇 境 と の 関係 に つい て は , 筆者 が 直 挟 見 て いな い の で 今回 は 収 り 上 げ な い . 

1. ファ ウナ の 特徴 

リス ト 中 の 同定 不能 の 幼生 を 除い た 100 種 に つい て みる と , 旧 北 区 の コー ロッ パ ・ シ ベリ ア 車 区 と 共 衣 し 
て いる も の が 8%, 東洋 区 系 で 入り こん で いる も の が 8% で , 他 の も の は すべ て 日 本 基本 種 CLAIM (SAR, 
中国 大 陸 と の 共通 種 , 世界 共 遂 種 ) で あり , 別 報 の 五 語 列 語 の ファ ウナ に 似 て いる . 

また 一方 , 科 を 構成 する 種 の 数 の 全 種 数 に 対す る 比率 か ら 見 て も , AKTORA E KH, 東海 道 , 近 
ER, TAOS, 九州 比 部 と 同じ 相 を 呈し て いる . 北九州 より 気温 の 高い と の 地域 に は , か な り 南 の 系 
HOS OBA Roe pee SE eG ee 
DIEWRT IY T COHORT DS — MAME AZO, 人 
例 を 掲げ る . と の 方 法 は 採集 個体 数 , 調査 時 有期, 採集 法 に より 問題 も も る だ ろう し , 科 を 構成 する 種 の 数 に 
HEBHKZOC, と れ の み で は 小 地域 の ファ Mae rina お お よそ の 傾向 を 把 据 す る 
ー つ の 方 法 で ある . 比較 的 多く の 種 を 持つ 科 の み に つ いて 全 種 に 対す る % を 示す と Table 1 の 如く に な る 

高地 性 , a (MN ) や 五島 と は 似 て いる . 世界 各地 の 
も の を 見 て も , -- ば ん 夫 地 に いた る 従い , サラ グモ 科 (広義 ) や ドク グモ 科 が 増加 し , ハエ トリ グモ 科 
は 減少 する . Re ヒメ グモ 科 や コガ ネ グ モ 科 は 温 ・ 


I% hita 多い . 
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Table 1. (いずれ も 統計 個 休 数 は ほぼ 等 し い ) 
ER 


| 


| 对 下 | 五 a j RAK | RMM 

Thomisidae カー クエ 杜 | 1% 14% | 10% 16% 
Argiopidae コガ ネ グ モ 村 24 [ 20 21 24 
Theridiidae ヒメ グモ 科 | 15 | 13 | 14 ) 15 
Lycosidae ドク グモ 科 3 4 | 4 | 8 
Linyphiidae サラ グモ 科 7 | 6 3 4 | 18 
Salticidae ハエ トリ グモ 科 | 12 : 15 10 1 

| 

北 方 FE | 8 4 | 5 17 
南 方 FE | 8 3 10 0 


次 に フェ ウナ を 構成 する 種 に つい て みる と , 対馬 と 同 締 度 の 地方 で 発見 され な い 南 方 糸 の チュ ウ ガ タ シロ 
カネ グモ や ツシマ ント リノ フ ング ダマ ィ シ が 生息 する と と か ら , と の 地域 が わずか に 南 の 色彩 を 常 び た 嘩 地 性 の フ 
ァ ウ ナ を 持っ て いる と いう と と が で きる . 地形 の 上 か ら 見 て も 高地 性 の も の に 之 し い の は 当然 で あろ う . 
2 . 対馬 特産 種 は な い 

ッ シ ッ の 名 を 冠 し た ツシマ ト タ テ グモ は 今 の と と ろ 基 呈 で な い が , 既 述 の 如く , 特産 柄 で は な さそ う で 
ある . また ツシマ トリ ノ フ ンダ マシ は - 笠 特 産 種 か と も 思わ れ た が , 他 の 地方 に も 分 布 し て お り , MEY 


LTOS MPA Cis ME SPEARS Te. な お 今回 記載 し た 新種 も 対 届 特産 醒 で ある か どう か わか ら な 
O, クモ で は その 分 散 方 法 と ファ ウナ 決定 の 要因 か ら , 対馬 の み に 胸 見 され 種 の 分 化 を 生じ る と と は 全 えら 
れ な い . 限ら れ た 和男 囲 に お ける 特産 醒 の な いと と が , クエ で は むし ろ 日 然 で あろ う . 

3. 韓国 と の 関係 

従来 対馬 の 生物 相 は , 韓国 系 か 日 本 系 か , ある い は その 混成 地帯 で ある か な ど に つい て 論議 され , それ ぞ 


れ の 動物 拉 や 植物 洗 に も と づい て 王 張 され て 来 た . 選出 に お いて も 各 培 に お いて , いく つか は 韓国 種 の 混入 
を 見 て お り , クモ で も と の 点 に 大 いた 関心 を 持っ て 同定 し て 来 た が , 今日 まで ALS AL SELLS IVT 
な い . 日 本 本 土 , 対局 , 喜国 共 遂 種 か , 日 本 木 土 と の 共通 種 で 構成 され て お り , WHOA & OFM Md Lo 
れ な い . 現在 まで の 100 種 の み を も っ て 分 布 区 系 設定 は 無理 で ある か ら , 今 直ちに 分 布 限界 線 が 彰 鮮 海峡 か 
対 二 海峡 か の 断定 は 沈 し 控え , 今日 まで の 事実 を 記録 する に と ど め る . 幅 北 区 系 で 朝 魚 海峡 以 南 で 発見 され 
な いも の と し て は , Eresus niger, Oxyopes ramosus, Linyphia triangularis, Lycosa tarsalis な ど が あり , 中 
国 大 陸 系 と 考え られ る も の Philodromus davidi や Uroctea limbata が あ る. Uroctea limbata* 2 4) 7 
ヒラ タグ モ と 称 さ れる も の は , 喜国 に 多 産 する の に , 対馬 で は 見 られ な い . と れ に 反し わが 国 の Uroctea 
compactilis は 韓国 まで 進出 し て いる . 

韓国 の クモ も 上 分 調 丁 され て お ら ず , 現在 223 種 ( 幅 , 1967) で わが 国 の 1 府県 の 種 に も 達し て いな いし , 
済州 島 の 記録 も 32 種 に と ど ま っ て お りら, 今後 それ ら の ファ ウナ が 明らか に され る と と も に , 対生 の クモ も 今 
の 2 倍 ぐ らい に 達 す れ ば , その 時 に 何ら か の 結論 が 導き 出さ れる で あろ うと と を 期待 し て いる 

喜国 特産 種 と され て いる 20 種 に つい て も , 食後 の 調査 が 進め ば さら に 北 へ 南 へ と の びる か も 知れ な い . 

クモ の 散布 法 か ら 考 える と , 韓国 か ら 対 司 ま で の びている も の が あっ て も 不思議 で は な い が , 今 ま で の と 


と ろ 発 見 され て いな い . 
4. 相州 南岸 線 百 と の 関係 
* 従来 Uroctea limbata と 同定 され て いる も の は , 多分 に 疑問 が あり , JEMAGEO Uroctea ikedai KISHIDA 


( 鮮 満 動 物 通 説 , 1934, pp. 604-605; Acta arachnol., 2(2), 1937, pp. 57- 人 も の と 思わ れる . 
** OR PIA + aM, 1933 (植物 で は クリ スム ライ ン , 小 河水 nits, 1998; クエ で は ナカ ムラ フラ オー ダグ エモ 
線 , 植村 , 1940). 
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A RI BAIN PA REIT 
計 栖 を 見 出 だ す も の で ある OR ah E eee ょ ほとん ど ELT 
いる が , 北 泌 州 や 対 招 に お いて は 首 者 に より 普 し く 異 な っ て いる . 年 平均 最低 気温 一 3.5" を と る か 年 平均 15" 
を と る か は 大 寺 な い が , 最初 に 発表 され た 木下 ・ 河 田 (1933) や 徳田 (1941), i (1938) で は ほぼ 対 
馬 付 近 を 通過 し て お り , 植村 (1940) で は は る か 南 を 通り , また 文献 に よっ て は は る か 北 を 通過 し て いる も 
の が ある . と れ ら は その 基づく 資料 の ちがい に よる も の で あろ う が , クモ の 分 布 か ら は 対馬 付近 を 通っ て い 
る 線 を 考え る の が 明か さ の 指数 120" の 線 と も 一 致し よく 適合 し て いる よう に 思わ れる . も っ と も , クモ の 分 
布 は 気温 と 湿度 に 大 きく 左右 され る が , 特殊 な 分 散 法 を 持つ と と や 食物 に 選択 嗜好 性 の な いと と な ど で 分 布 
HOUR DRAM CIR, 単純 な 線 で 以 て 分 布 を 論じ , また 線 を 引く と と は 危険 で も る. EEO A OHR K 
る 例外 も あり , 絶対 約 の も の で は な い に し て も , 気温 に 大 き な 関 係 を 持つ 点 で , ある 程度 と の 線 を 分 布 を 考 
える 際 の -- つ の 目安 と し て 発 支え な か ろう . 


Descriptions of New Species 


Thanatus nipponicus n. sp. 


[Japanese name: Yamato-yadokarigumo] 
(Figs. 1, 2) 


Holotype (3): Saka, Tsushima, Nagasaki Prefecture, 20-X-1968, Dr. Jun-ichi Aokr 
Igt.; preserved in the National Science Museum, Tokyo. 

Total length 5.2mm. Cephalothorax, length 2.6 mm; width 2.4mm. Abdomen, length 
2.9 mm; width 1.8 mm. 

Cephalothorax not strongly convex, slightly longer than wide; head as high as thorax. 
Median furrow invisible, but radial furrows and cervical grooves distinct. Both eye rows 
recurved. ALE largest, AME smallest. AME separated by twice the diameter and from 
ALE by slightly less than the diameter. PME separated by more than twice the diameter and 
from PLE by three times the diameter. ALE separated from PLE by about three times 
the diameter of ALE. MOA longer than wide (10:9), narrower in front than behind (5:6). 
Clypeus shorter than the length of MOA (5:4), promargin of fang furrow with a long and 
a short teeth. Retromargin with no tooth. Labium wider than long (15:12), pentagonal 
with two long oblique sides above, slightly beyond the middle line of maxillae. Sternum 
truncated in front, pointed behind, widest between second coxae, longer than wide (11:10). 
All legs furnished with many strong spines. Femora with 8-9 spines near patellae. 


Number of femoral spines: 


| Prolateral Dorsal | Rettalateral- 
Fem. I 3 2 3 
IE 3 3 3 
HI 3 3 | 3 
IV 3 3 | 2 
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Tibia II with three pairs of ventral spines, metatarsus with two pairs of ventral spines 
proximally. Abdomen egg-shaped, moderately flat. Colulus bears many long hairs. 
Leg formula 2413. Measurements of legs are as follows (mm): 


Holotype | Fem. | Pat. & Tib. Met. Tar. Total 

I 2.4 2.9 7 !) 42 L -g2 

II 2.8 3.3 19 | 140 9.4 

III 2.5 2.7 1.7 | 1.1 8.0 

IV 2.5 2.9 2.0 1.2 | 8.6 
Paratype | | 

1 2.5 2.9 | 1.6 1.2 8.2 

II 2.6 3.1 | 1.9 1.4 9.0 

HI 0 2.4 M 17 1.1 7.5 


1V 2.5 2.9 2.0 1.3 8.7 


Embolus of palp short, curved at its tip. Tibial apophysis broad, weakly divided 
anteriorly. 

Colour: Carapace yellowish brown, mottled with deep brown flecks. Head with long and 
short black hairs. Legs yellowish brown; femur, patella and tibia with two gray dorsal 
streaks; metatarsus with a brown streak. Coxa yellow. Sternum light yellowish brown, 
mottled with grayish brown spots. Abdomen yellowish brown, lighter than carapace, 
covered with coase long black hairs. Lanceolate cardiac pattern brown, clothed with dense 
short black hairs. On either side of posterior part of abdomen lies an irregular long pattern, 
covered with short black hairs as well as cardiac pattern. Venter of abdomen white yellow. 

Remarks. The present species resembles Thanatus pictus L. Kocu in the shape of 
tibial apophysis of palp, but it is distinguished from the latter by the shape of abdomen and 


marks of carapace and abdomen. Female is unknown. 


Coelotes grandivulva n. sp. 


[Japanese name: Oana-vachigumo] 


(Fig. 3) 


Holotype ($): Mt. Mitake, Tsushima, Nagasaki Prefecture, 5-V-1962, Mr. Masao 
OHNO lgt.; preserved in the National Science Museum, Tokyo. 

Total length 16.2 mm. Cephalothorax, length 7.2 mm; width 4.7 mm. Abdomen, length 
9.9 mm. 

The width of head to that of thorax 8.5:11 in ratio. Both sides of head nearly parallel. 
Radial and median furrows distinct. The width of eye area to that of head 9:20 in ratio. 
Anterior eye row as weil as posterior row procurved. Anterior eyes equidistant, separated from 
each other by the diameter of AME. AME smallest, ALE largest. PME as large as PLE, 


NII-Electronic Library Service 


National Science Museum 


XJ UG PE ELE Wa ik RE 89 


pO HE ter 


SO 


Fig. 1. Thanatus nipponicus n. sp., male palp. -—— 2. Ditto, dorsal aspect. 3. Coelotes 
grandivulva n. sp., epigynum.-—— 4. Araneus bituberculatus (WALCKENAER), Japa- 
nese form; epigynum. —— 5. Ditto, dorso-lateral aspect. 
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separated from each other by the diameter and from PLE by more than 1.5 times the diameter. 
ALE separated from PLE by about half the diameter of ALE. MOA as long as wide at base, 
narrower in front than behind (20:27). Clypeus at ALE longer than the diameter of ALE 
(13:11). Chelicerae very strongly geniculate, and lateral condyle well developed. Promargin 
of fang furrow with three tecth, retromargin with two. Labium evidently longer than wide 
(27:22), beyond the middle of maxillae. Sternum oval, longer than wide (13:10), widest 
between coxac II, pointed behind, but does not come in between fourth coxae which are almost 
touching. Leg formula 4132. Measurements are as follows (mm): 


Fem. Pat. & Tib. | Met. | Tar. | Total 

I 46 57o 36 24 l 163 
II 42 | 5.1 34 21 148 
HI | 3.8 4.6 3.6 2.0 14.0 
IV 49 6.0 5.3 2.4 19.6 


Ventral spines of legs : 2-2-2 on each tibia and metatarsus (except for met. IV). Abdo- 
men essentially typical. Colulus present, covered with setae. Anterior spinnerets cylindri- 
cal, posteriors longer than anteriors, apical segment slightly longer than the basal one. The 
opening of cpigynum very large and wide, and two projections from the anterior lateral corners 
fused to the dorsal chitin plate. 

Colour: Cephalothorax brown and deeper in colour towards head. Chelicerae, 
maxillae and labium blackish brown. Sternum brown, becoming darker around the 
circumference. Cervical grooves and median furrow deep brown. All the legs brown with 
no annulation. Abdomen dark gray with five white chevrons. 

Remarks. 1) The present species resembles Coelotes hamamurai YAGINUMA in 
bearing two retromarginal teeth on chelicera, but it is distinguished from the latter by the 
arrangement of eyes, the ratio of width to length of labium and the curvature of anterior eye 
row. ‘This new species is also distinguished from any other species of this genus by a large 
opening of epigynum. 2) The number of retromarginal teeth varies in certain groups, but 
in this genus, it is fixed within the same species. 


Summary 


1. Dr. Jun-ichi Aoki collected, among others, 57 species of spiders on the Tsushima 
Islands as a result of his field study of its fauna conducted in October, 1968. Side by side 
with Aoki's collection, the writer has recently been given an opportunity of identifying the 
spiders collected by Mr. M. OHNO (1962) and Mr. A. Tapa (1967) on the same islands. 

Concerning the spider fauna of Tsushima, reports were published in the past by Dr. T. 
Uyemura (1943), Mr. T. YamMacucui (1955) and YAGINUMA (1966). As a whole, it has now 
been confirmed that 105 species of spiders can be found on the Tsushima Islands. 

2. The new species, Thanatus nipponicus and Coelotes grandivulva, are described in the 
present report, 
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3. The species worthy of notice from the view points of their distribution and clas- 
sification are as follows: 

1) Ummidia tsushimensis (KisHipa) [nom. nud.] 

The name was reported without description. Presumably the species belongs to U. 
fragaria (DoENrrz) commonly found in other places. Future confirmation is, therefore, 
required as to whether spiders referable to this genus can really be found there or not. 

2) Araneus bituberculatus (WALCKENAER) 

This species has an extensive distribution in the Palaearctic region, but its specimens 
hitherto collected in Japan have been very few and sporadical. The mixed habitation of 
such a northern species on the islands, is worthy of note. To identify this Japanese species with 
A. bituberculatus of Europe is problematical, but the author prefers tentatively to regard the 
former as a Japanese form (one of the geographical variations) of the European species. 

3) Paraplectana tsushimensis YAMAGUCHI 

The type-locality of this species is Tsushima, but its specimens have later been collected 
in the two prefectures of Ehime and Miyazaki as well as on the islands of Amami-Ohshima 
and Okinawa. 

4) Leucauge blanda (L. Kocu) 

‘This species is not particularly rare, but is significant in indicating the occurrence of the 
southern element in the islands. 

5) Synagelides agoriformis STRAND 

Specimens of this species have been collected in the southern part of the mainland of 
Japan, Shikoku and Kyushu as well as on the Island of Yakushima, but it is few in the number 
of individuals. By habit, this species appears to have some relationship with ants. 

4. Viewed from the percentage of the specific composition of a family, the mixed 
habitation of both northern and southern species and various other specific aspects, it is 
considered that the spider fauna of the Tsushima Islands belongs to the type of warm region. 

5. No endemic species has yet been found on the Tsushima Islands. 

6. The spider fauna of the Tsushima Islands is of the Japanese type, and no species 
common exclusively with Korea has yet been found. Consequently, from the zoogeographical 
view point, the Korea Straits should be considered more important as the barrier for dis- 
tribution than the Tsushima Straits. 

7. The northernmost border line of distribution of southern species of animals and 
plants, the Honshu southern coastal line, passes near the Tsushima Islands, and therefore, the 
fauna of the islands bears close resemblance to that of Tékaido Provinces, Central Kinki Area, 
coastal districts of the Inland Sea of Seto or North Kyushu lying respectively on the same 
line. 
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